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1 ．はじめに
（1）植物の利用
　人間が栽培化した植物は実にさまざまで、栽培にまで至
らなくとも、何らかの形で利用したことがある物を含めれ
ば、おそらく何万という数になるという（木村（編）2009）。
　植物利用の中でも特に食用として活用されるものに着目
すると、エネルギー源となる、堅果類、イネ科植物（今日
の主要穀物の野生種）、あるいは根茎類など、そしてタンパ
ク質を効率よく摂取することが出来るものとしてマメ類が
あげられる。人類が食用にしているマメ科植物は80種を超
えると言われるが（前田2015）、今回は私たち日本人の日々
の暮らしに欠かせないダイズに焦点をあててみよう。
（2）縄文時代のダイズ
　遺跡出土のマメ類は炭化しないと種子が残らないため出
土量が限られる。近年、シリコンによるレプリカ法で土器
についた圧痕を研究することが可能になり、種子類や編組
製品等の検出事例が増えつつある。マメ類については、宮
崎県王子山遺跡の縄文時代草創期のダイズ属の事例に始ま
り、主に中部地域、九州などでいくつもの確認例があり、
特に中期、後晩期の試料についてその形状や大きさから栽
培化された可能性が示唆されている（中山2009）。
　ダイズ（Glycine max）の野生種ツルマメ（Glycine soja）
は東アジア（中国、日本、朝鮮半島、ロシアなど）に広く
分布し、ダイズの葉緑体やミトコンドリアなどのDNAの
塩基配列の変異による最近の研究結果では、ツルマメから
ダイズへの分化が、中国の長江流域と、その以南の地域、
東北地方、そして日本などで起こったこと、すなわち、ダ
イズの栽培化が地理的に多元的起源であったことが明らか
になっている（前田2015）。では、縄文時代（もしくはそれ
以前か）の人々は野生種のツルマメをどのように活用した
のか、実際に挑戦してみることにした。

2 ．ツルマメの利用
（1）ツルマメの生育管理
　2015（H.27）年の初夏、前年の秋に採取したツルマメを
初めはポットに蒔いて蔓が伸びるころに当センターの畑に
定植した。秋に実ったものを収穫。量は少ないが、その
後、毎年少しずつ収穫して種は引き継いでいる。
　「育てる」といっても、こぼれ種が芽生えたのをみつけ
て、それを生かすようにしたり、芽生えが悪ければ前年に
採取したマメを蒔き、蔓が伸びれば支柱を添えてみる程度
であまり手入れをしていない。畑のメインは藍で、端の方
でエゴマ（栽培種）とツルマメ、ヤブツルアズキを数本ず

つ野放しで生育させている。2018年のものはエゴマを支柱
代わりに巻き付かせてみたが、収穫時に混ざってしまう
し、エゴマの生育に悪影響だった感がある。
（2）収穫と活用
　 9 月末から10月、結実して実が膨らみ、しかしまだ緑の
うちに採取してみる。栽培種ダイズの枝豆を半分くらいに
縮小したミニチュアのようなサイズだが、鞘ごとゆでてみ
る。15分以上ゆでても意外と固い。中の実だけ食べてみて
も食べられなくはないが固くあまりおいしくはない。
　11月頃、完熟したら収穫しようと待っていると熟したも
のから弾けてしまうので収穫のタイミングが難しい。野生
種なので当たり前のことだが、はじける直前の熟し加減の
ものをこまめに集めていくことと、早めに穫って追熟させ
るくらいでないとなかなか量が集められない。また、収穫
してからもどんどん弾け飛ぶので、実を外す手間はかから
ないが、とび散らないように箱や袋に入れるほうがよいの
か。とにかく蔓ごと収穫したものを紙の箱をかぶせて実が
散乱しないように工夫し、そのまま乾燥させた。
　12月末頃、鞘から弾けた実を集め煮いてみる。
　若い実が固かったことから、 2 時間ほど水に浸け十分に
吸水させてから加熱、沸騰してからとろ火にして約10分、
煮汁の色が豆の外皮の色が出て黒っぽくなり、どれも倍く
らいに膨らんでいる。一粒食べてみた感じは一応煮えてい
るが固めな食感なのでさらに15分弱火で煮て加熱終了。
　加熱の仕方に問題があるのか、皮がつるんとむけて中身
が出てしまうものもあった。通常よく食べる黒豆と比べ、
皮は実のわりに厚い。採集した量が少なく数粒試食しただ
けなので、実の本来の味や具体的な加工方法の検討につい
てはまだまだこれからだが、とにかく一粒が小さいのと集
めるがかなり手間なので、管理の仕方（植え方や支柱の工
夫）、収穫の方法等もっと工夫をする必要がある。各地の
狩猟採集民の植物活用の智恵や民俗例についても学びなが
ら、ヤブツルアズキも同様、引き続き管理栽培と活用方法
の模索を続けていく予定である。
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